
Organic Mesh One（OM-1）

使い方動画

落下のおそれあり お子様の脇下に必ずベビー安全
ベルトを着用してください。

窒息のおそれあり

● 製品のほつれや破損、やぶれがある状態では使用しないで下さい。赤ちゃんが落下しけがをするおそれがあります。
● 装着の際には、必ずお子様にベビー安全ベルトを着用してご使用ください。
● 赤ちゃんの状態に注意しながらご使用ください。気道がふさがると窒息するおそれがあります。
● おんぶや抱っこをする時、下す時は低い姿勢で行ってください。体を傾ける時はお子様に手を添えて膝を曲げて行い、お子様の頭が下向きに
    ならないようにして下さい。       
● バックルの開口部に赤ちゃんが手指を入れないようご注意ください。すき間に指が入って抜けなくなったり、けがをするおそれがあります。
   製品を使用しない時はバックルをとめた状態で保管してください。
● 授乳後30分くらいは、おなかを圧迫することがあり、消化吸収を助けるために使用しないでください。
● 連続して使用する場合は、体調の変化や装着状況を確認する必要があるため、２時間以下を目安にしてください。
● ご使用の際、足元が見えにくくなる場合がありますので、歩行時はご注意ください。
● 体調がすぐれないとき、身体に痛みを感じた場合は使用を控えてください。
● 飛行機、車、バイク、自転車などでの使用をしないでください。
● スポーツ、掃除、料理などを行いながら使用しないで下さい。

● sun&beachベビーキャリアでは、お客様に安心してお使いいただけるよう１年間の製品保証を設けております。
通常使用に伴う破損・不具合などに対して、弊社保証規定に基づき、商品到着日を含めた１年間、無料修理を行って
おります。
それ以降も、快適に安全にご愛用いただけるよう修理のご相談を承っております。また、使い方のアドバイス等アフ
ターサポートをさせていただきますので、些細なことでも何かございましたら以下までご連絡ください。
※なお、お子様の安全性を最優先させていただくため「耐用年数３年を経過した製品」「修理により著しく強度が落
ちると思われる場合」は修理を承ることができません。あらかじめご了承ください。

・本製品の対象乳幼児：体重3.5㎏～15㎏、生後２、３週間～３歳。
・使用方法を誤ると製品隙間からお子様が落下する危険があります。
・製品着脱時、体を傾ける際や歩行時は、特にご注意ください。
・使用毎に各部を正しく調整し固定箇所を確実に締めてください。
・かがむ際は腰を折らず膝を曲げ、お子様に手を添え、お子様の頭を
　下向きにしないで下さい。

・生後４ヵ月迄の乳幼児は、顔が使用者の体に強く押し付けられると
　窒息の危険があります。
・お子様の頭部は常に自由に動けるようにし、気道をふさがないよう
　お子様の顔が覆われていないか頻繁に確認してください。
・早産児・呼吸器疾患等のあるお子様は対象月齢でも使用を控え、
　使用前に医療専門家にご相談ください。

ご使用上の注意

製品保証・アフターサポート

（０～３歳まで　抱っこ・おんぶ共に）

バックルを近づける

磁気バックルのためペースメーカーなど電子
医療機器装置の方は使用しないでください。

指でスライド

商品ご購入後は、以下へ製品名、型番、商品購入年月日、お客様情報をただちにご記入ください。
お客様が本取扱説明書に準じて適正に使用、お手入れをしていたのも関わらず製品に不良が生じた場合、
保証期間内において無償のアフターサポートをいたします。ただし以下の場合は、有償無償を問わず、
保証の対象外となります。

1) 製品保証書および領収書を紛失された場合、またはご提示いただけない場合
2) お客様の誤った使い方やお手入れ不良、または改造や弊社以外での修理による故障や損傷
3) 製品の使用に伴う自然消耗（生地の色あせ、擦り切れ、傷や破れ、縫製部分のほつれ、その他の破
損）
4) 火災・塩害・異常電圧・地震・雷・風水害・その他天変地変などや外部要因などによる損傷
5) 弊社が「故意・不注意・正常ではない状態で使用した不具合」と判断した場合
6) 業務用、施設用など一般家庭以外で使用された場合
7) リサイクルショップなどで中古、新古の本製品を購入された場合

製品による二次的な損傷については保証しかねます。
一度ご使用になった製品は、原則他の製品にお取り替えできません。
事故や落下等により、強い衝撃や損傷を受けた製品の修理はできません。



安全ベルトの幅と位置
肩幅より少し短く肩ベルトが
ずり落ちないようにする。
※肩甲骨位置まで下げると、
より負担感が軽減されます

お子様を抱く高さ
お子様の額にキスできる程度の
高さであること。
※お子様の月例が高くなり、
頭が高すぎる場合は、ウエスト
ベルトを下げて位置をご調整
下さい。

常にお子様のお顔（鼻や口元）
が見えること
少し見下ろしただけで、お子
様のお顔（鼻や口元）が見え
呼吸が妨げられていないこと。
（新生児の場合）
首サポートの位置は必ず首元
にして、頭を押さえつけない
ようにご注意下さい

お子様の開脚（股幅）とひざの角度
（立体Ｍ字開脚）
お子様の足ひざ内側が、装着者の
脇腹に自然によりそい、ひざ裏角度
が120度程度になっていること。
ひざがまっすぐ伸びたり、足が
だらんとのびて吊り下がらないこと。
※以下ダメな姿勢をご参照下さい。

お子様の手の位置
お子様の手は、自然に上にあげた
状態であること。お子様自身が
手をつっぱねて隙間を調整でき
ます。

ウエストベルトの位置と締め具合
一番くびれたウエスト位置で、手のひらが
隙間に入るか入らないか程度に隙間なく締める。

お子様の自然な姿勢
（背中がＣ字、しの字）
お子様の胸・お腹と装着者の間は
手のひら一枚分のゆとりがあり、
お子様の背中からお尻にかけて、
C字、しの字になっていること。
※以下ダメな姿勢をご参照下さい。

膝が曲がっていない

太ももが支えられていな
くて、下に真っすぐ垂れ
下がっている

肩ベルトがゆるすぎで
お子さまと離れ過ぎている

肩ベルトをしめすぎて
背中が反っていて手足
が下に下がっている

シワ

お子様の位置や姿勢のチェックと調整
装着の際、以下の7箇所をチェックして下さい。

120°

ダメな姿勢

B中央タブ、C左右タブ
を赤位置にする

B中央タブ、C左右タブ
を青位置にする

肩ベルトをゆるめる
（密着ベルトを適宜調整）
（C左右タブを青位置にする）

肩ベルトおよび
密着ベルトを引く

  3

お子様のひざ裏～ひざ裏までを
しっかり支える位置にＣのシート
調節をとめる

B: 中央タブ

A: 首サポート

スライドテープ

安全ベルト ベビー安全ベルト

C: 左右タブ

各部の名称

ベビーキャリアのサイズ調整

密着ベルト

肩ベルト

ウエストベルト

裏図

表図

背あて

お子様の月例に合わせて、首サポート・左右タブ（股幅調整）・中央タブ（おしりフィット調整）を
調整します。左右タブは赤色と青色位置を基本に、その中間位置などで調整することもできます。
必ず左右は対称位置に留めて下さい。

120°

左右タブ位置は、抱っこの際、お子様のひざ裏
の角度が120度程度になる位置が目安す。
ひざがまっすぐ伸びてしまったり、足がだらん
とのびて釣り下がらないようご調整下さい。
※詳しくは右ページご参照下さい

ポイント
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必ずお子様を
片手で支えながら

抱っこのはずし方

ポイント

4 片手でお子様の背中を支えたまま、
両肩ベルトを肩にかける

7 両脇からお子様のお尻下に
手をいれてお子様の姿勢調整する

1 両脇から手を入れ、
ベビー安全ベルトをはずす

2 片手でお子様を支えたまま
安全ベルトバックルをはずす

8 密着ベルトを絞ることで
よりフィットして楽に感じられます。

5 肩の後ろで安全ベルト
バックルをとめる

6 片手でお子様を支えたまま、余った
肩ベルトをたぐり寄せて引く

カチッと
鳴るまで

抱っこの方法（入門編つづき）

安全ベルトバックルに手が届かない場合、
先に肩ベルトをゆるめると、簡単に手が届きます。

人差し指でアジャスター
を上に持ち上げると
テープがゆるみます

安全ベルト

P.2 お子様の位置

や姿勢チェックを

みて調整下さい

お子様を安全な

所にゆっくり降ろ

し、最後にウエス

トベルトをはずす

さらに、安全ベルト位置を肩甲骨
まで下げることでより楽に感じら
れます※方法２上級編参照

5

ウエストベルトより
　お子様のお尻が上　

余ったテープをゴムから出す

※バックルを
近づけるだけ

おまとめゴム

抱っこの方法１（入門編：シンプルで簡単な方法）
事前の準備（抱っこ入門編用）

ポイント① ポイント② ポイント③

抱っこの方法（入門編）

装着中は必ずどちらかの手でお子様をしっかり支えて下さい

1

ウエストにウエストベルト
バックルをゴムバンドに通し
てとめる

1 お子様を正面で素手で抱き抱え
そのままベビーキャリアの背あて
をお子様の背中に沿わせ持ち上げる

2 片手でお子様をしっかり支え
たたまま、お子様の脇の下に
ベビー安全ベルトを片手でとめる

3

本体A,B,Cの調整
お子様の月齢に
合わせて
A:首サポート
有無
B・Cタブを調
整する

B. 中央タブ

新生児で慣れない場合や、お子様が
大きく支えにくい場合は、背もたれ
のある床に体育座りで、太ももの上
で安定させた上で、両手を使って装
着して下さい

お子様が大きく、かつ、立って装着
する場合、最初にウエストベルトを
腰の中心正面でなく斜めにとめ、お
子様を腰骨の上に乗せて、上腕も使
い腕全体でお子様の体重をしっかり
支えながら装着して下さい ※ベビー
安全ベルトをとめた後ウエストベル
トごと正面に戻してください

床に座って赤ちゃんを膝の上に乗せ
落下防止ベルトをつける

体の中心

ベビー安全ベル
トは首や肩では
なく、必ず脇下
に通して下さい

両脚は閉じたり
挟んだりしない
ようにご注意下
さい

両脚が自然に開
き、ひざ内側が
装着者の脇腹に
そうようにして
下さい

【新生児 2,3 週間～24 ヶ月頃】
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ウエストベルトより
　お子様のお尻が上　

必ず脇下にベルトを通して
ください。首がしまり窒息
の危険があります。

2 本体ベルト長さ調整

①ウエストベルト

②肩ベルト

③安全ベルト

（お子様を乗せる前に）あらかじめ
①ウエストベルト
②肩ベルト③安全ベルトの
長さを装着者に合わせて調整する

3 ベビー安全ベルト長さ調整

事前にお子様を仮乗せして
脇回りに合せて長さ調整する

ベビー安全ベルト

引く
or

ゆるめる

お腹周り
＋５cm

体の中心



抱っこの方法（上級編つづき）

抱っこのはずし方

片手でお子様を支えた状態で
反対の手で安全ベルトバックルを
持ちながら頭ごとくぐりぬける。

4

両脇からお子様のお尻下に
手をいれてお子様の姿勢調整する。

7 密着ベルトを引くことで
より、フィットして楽に感じられます。

7

左右の肩ベルトに両腕を通す。5 片手でお子様を支えたまま、
余った肩ベルトをたぐりよせて引く。

6

ポイント③
上級編の装着方法だと、
一人で簡単安全に、安全ベルトを
肩甲骨位置までさげて装着できます。

P.2 お子様の位置

や姿勢チェックを

みて調整下さい

P.5 抱っこのはずし方をご参照ください。

7

抱っこの方法２（上級編：よりフィット感にこだわる装着方法です）【新生児 2,3 週間～24 ヶ月頃】
事前の準備（抱っこ上級編用）

ポイント① ポイント②

抱っこの方法（上級編）

1 本体ベルト長さ調整 2 安全ベルトバックルとめ

4 ベビー安全ベルト長さ調整

3 本体A,B,Cの調整

①密着ベルト
②安全ベルトバックル位置
③肩ベルト長さ
を調整する

あらかじめ図の位置で安全ベルト
バックルをとめておき、装着者の
肩幅よりやや短めに長さ調整する 引く

or
ゆるめる

お腹周り
＋５cm

新生児で慣れない場合は、①～④までを背もたれのある床に体育座りで、
太ももの上で安定させた上で行い、両手を使って装着して下さい。
安全ベルトバックルをくぐった後に立ち上がってください。

お子様が大きく、かつ、立って装着
する場合、最初にウエストベルトを
腰の中心正面でなく斜めにとめて、
お子様を腰骨の上に乗せ、上腕も使
い腕全体でお子様の体重をしっかり
支えながら装着して下さい。※ベビ
ー安全ベルトをとめた後ウエストベ
ルトごと正面に戻してください。

装着中は必ずどちらかの手でお子様をしっかり支えて下さい

体の中心

①最大に緩ませる

ループ端から

テープ端から

５㎝

５㎝

②

③

ベビー安全ベルト

ベビー安全ベルトを
赤ちゃんの脇下に
回してとめる

余ったテープをゴムから出す

※バックルを
近づけるだけ

おまとめゴム

ウエストにウエストベルト
バックルをゴムバンドに通し
てとめる

1 お子様を正面で素手で抱き抱え
そのままベビーキャリアの背あて
をお子様の背中に沿わせ持ち上げる

2 片手でお子様をしっかり支え
たたまま、お子様の脇の下に
ベビー安全ベルトを片手でとめる

3

B. 中央タブ

ウエストベルトより
　お子様のお尻が上　

必ず脇下にベルトを通して
ください。首がしまり窒息
の危険があります。

体の中心

 ６



おんぶの仕方（入門編つづき）

おんぶの仕方（上級編）

おんぶの方法２（上級編　立ったまま装着する） 【腰すわり5、6 ヶ月～３６ヶ月頃】

4 5

1 2 3

事前の準備（おんぶ上級編用）
1 2本体A,B,Cの調整 本体ベルト長さ調整

①ウエストベルト

②肩ベルト

③安全ベルト

（お子様を乗せる前に）あらかじめ
①ウエストベルト
②肩ベルト③安全ベルトの
長さを装着者に合わせて調整する

お子様の月齢に
合わせて
A:首サポート
有無
B・Cタブを調
整する

やや前かがみ姿勢でお子様のお尻を
持ち上げながら、ウエストベルトに隙間が
ないようにしっかりと引く

ウエスト部に、ウエストベルト
バックルをゴムバンドに通して
とめる

ウエストベルトを腰の中心正面でなく、
ななめにとめ上腕も使い腕全体でお子様
の体重を支えながら、ベビーキャリアの
背当てを下から持ち上げる

腕全体でお子様の体重を
しっかり支えながらベビー
安全ベルトを装着する

両肩ベルトを後ろ方向にひっぱり、
お子様と密着するよう余った肩ベルトを
引いてお子様を密着させる

P2 お子様の位置

や姿勢チェックを

みて調整下さい

余ったテープをゴムから出す

おまとめゴム

体の中心

バックルを
近づける

9

3 ベビー安全ベルト長さ調整

事前にお子様を仮乗せして
胴回りに合せて長さ調整する

ベビー安全ベルト

引く
or

ゆるめる

お腹周り
＋５cm

必ず脇下にベルトを通して
ください。首がしまり窒息
の危険があります。

ソファーなどにベビーキャリアを広げ
お子様を乗せ、ベビー安全ベルトを
しめます。

おんぶの方法（入門編：より安全で簡単な装着方法です） 【腰すわり 5,6 ヶ月～36 ヶ月頃】

ポイント

おんぶの方法（入門編）

1 ウエストバックルをとめ、左右
肩ベルトを肩にかけ、リュック
のように背負う。

2 安全ベルトバックルをとめて
立ち上がる。

3

お子様を乗せる際、お子様のお尻下部が、ベビーキャリアのウエストベルトよりも
上の位置に乗せ、両脚をウエストベルトの外側に出してください。

バックルを
近づける

カチッと
鳴るまで
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お尻位置がウエストベルト
よりも上で、脚が外側に
出ている

脚がウエストベルトの
手前にきている

お尻位置が下過ぎる
脚がウエストベルトの
手前にきている

事前の準備（おんぶ上級編用）
1 2本体A,B,Cの調整 本体ベルト長さ調整

①ウエストベルト

②肩ベルト

③安全ベルト

（お子様を乗せる前に）あらかじめ
①ウエストベルト
②肩ベルト③安全ベルトの
長さを装着者に合わせて調整する

お子様の月齢に
合わせて
A:首サポート
有無
B・Cタブを調
整する

3 ベビー安全ベルト長さ調整

事前にお子様を仮乗せして
胴回りに合せて長さ調整する

ベビー安全ベルト

引く
or

ゆるめる

お腹周り
＋５cm



フードの使い方

別売りオプション

お手入れ・メンテナンス

ヘッドサポート よだれパッド収納カバー

11

UVカット機能素材のフードは日よけ、風除け、授乳時の目隠しなどになります。
「抱っこ」「おんぶ」両方で使用できます。フードは取り外して丸洗いOK！いつも清潔に保てます。

フードを本体背中のフードポケットから取り出し、肩ベルトにあるスナップにとめます。
スナップは複数ありますので、ご自身やお子様の体格にあわせて適切な位置で止めて下さい。

フードを使用する際は、常にお子様の様子が確認できるよう隙間を確保して下さい。

中にしっかりとした心材が入っ
た、赤ちゃんの頭をささえる“頭
あて“です。
ヘッドサポートを使うと、赤ちゃ
んの急なそりかえりや寝てしまっ
た時の首のぐらつき（首かっく
ん）を心配することなく、快適に
家事やおでかけを楽しめます。
左右のパッド部は、よだれパッド
も兼ねています。

かさばるベビーキャリアをコンパクト
にまとめられる収納カバーです。ベビ
ーキャリアにつけたままでも使えるの
で、赤ちゃんを降ろした時に、ベビー
キャリアがだらーんとなってしまうこ
ともなく、腰元にすっきり収納できま
す。 お財布やスマホが入る大き目のフ
ァスナーポケット付だから、お出かけ
にも便利！裏はシンプルな生成りベー
ジュのリバーシブルデザインなので、
服装も選びません。

別売りオプションはこちらでお求めいただけます。公式オンラインストア　www.sun-beach.jp

よだれで汚れやすいベビーキャリア
の肩ベルト用よだれパッドです。
柄面と無地ベージュ（オーガニック
コットン）のリバーシブルで２パタ
ーンが楽しめます。
スナップ式でふち無しだから、角や
ギザギザ面もなく赤ちゃんにも安
心。よだれが染みにくい３層構造で
吸水性にも優れています。

●ご家庭で簡単にお洗濯をしていただけます。
（お洗濯の際、マジックテープ部はくっつけた状態で洗って下さい）
●型崩れや破損を防ぐため、中性洗濯洗剤を使用した手洗いを
  お勧めいたします。         
●蛍光増白剤や漂白剤の入った洗剤のご使用、つけ置き洗い、高温のお湯
  でのお洗濯は避けて下さい。            
●塗れたまま放置しないで下さい。色落ち、色移り、カビなどが発生する
  恐れがあります。

●日光による色あせを防ぐためにも、陰干しをお勧めいたします。
●色落ち、移染を防ぐためにベビーキャリア単独でお洗濯して下さい。
●乾燥機のご使用はお控え下さい。型崩れや破損、生地の縮みやゆがみの
  可能性があります。
●マジックテープ部はアイロンをかけないで下さい。
●マジックテープ部に糸くず等ゴミが付くと係合力が落ちますので、
  糸くず等が付いた場合は取り除いて下さい。

おんぶの仕方（上級編つづき）

おんぶのはずし方

左手で
肩ベルト

を持ったまま

装着中は必ずどちらかの手でお子様をしっかり支えて下さい

片手（例：右手）でお子様の
背中をささえながら反対の
手（例：左手）で2本の
肩ベルトをまとめて持つ

1 2本の肩ベルトの間に、
もう片手（例：右手）
の腕を差込み、肘より
上まで通す

2本の肩ベルトを片手（例：左手）
でもったまま、慎重に回しながら
差し込んだ腕（例：右手）を
肩までとおす

2 3

やや前かがみの状態でお子様を
背中に乗せて、③と反対の手
にも肩ベルトをとおす

4

1 2 3

鎖骨付近で安全ベルトバックル
をとめる
※安全ベルトを上下にスライド
させて調整する

両肩ベルトを後ろ方向にひっぱり
お子様と密着するよう余った
肩ベルトを引いてお子様を密着
させる

5 6

カチッと
鳴るまで

お子様の安全を確認しながら
肩ベルトをゆっくり外す

ソファーなどの安定した
場所に腰掛け、安全ベルトを
外す

ウエストベルトを外して、
お子様をベビーキャリア　
から抱き上げる

持ち方

P2 お子様の位置

や姿勢チェックを

みて調整下さい
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